
 

 

 

1． 事業・活動の概要・成果等 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2． 団体の紹介 

 

 

 

 

 

3． 子どもの体験活動における「事業の充実」に向けて大切にしたいこと、今後の改善点など 

 

 

 

 

 

参加対象： 小学生  実施時期： ２０２５年１１月８日 

活動場所： 比良げんき村 

事業のねらい：びわこ成蹊スポーツ大学アウトドアセンターに講師協力を依頼し、高さ 15 メートルの人工登はん壁を

利用し難易度の高い目標に挑戦することで、最後まであきらめずに努力することの大切さや、途中までしか登れなく

ても自分の限界まで頑張る粘り強さを涵養するとともに、頂上まで登りきったという達成感や屋外で活動する楽しさを

味わうことを目的とする。 

成果：登る前は怖がっていた子も大学生のお兄さんたちの励ましで登りきったり、２回目にチャレンジしたりと自信が

つき精神的に成長する様子が見られる。また、見学している親もわが子の成長で喜んでいる場面がみられる。 

和邇コミュニティセンター  

大津市北部の和邇学区のコミュニティセンターでわにまちづくり協議会が大津市から委託運営している。 

TEL 077-594-2234  

Mail wanicomicen@gmail.com 

学区内の子ども会などの活動が少なくなり、小学校でも野外の体験活動があまりないため、そういった経験が 

出来る機会を提供していきたい。 

【課題】 企画をするために、講師が必要なのでいろんな講師を紹介して欲しい。 

最後にはみんな仲良く笑顔です。 

びわこ成蹊スポ

ーツ大学の学生

さんが優しくサポ

ートしてくれます。 

【小学生 人工登はん壁体験教室】きみもロッククライマーだ！ 
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